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ア
エ
シ
オ
の
件
以
後
、問
題
に

　

法
曹
界
な
ど
か
ら
は
、
個

人
や
企
業
と
の
司
法
取
引
を

批
判
す
る
声
も
上
が
っ
て
い

る
が
、
検
察
側
は
、
汚
職
で

失
わ
れ
た
公
金
が
回
復
で
き

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
式

典
の
場
で
、
司
法
取
引
の
正

当
性
も
訴
え
た
。

　

資
金
返
還
は
１
５
年
５

月
以
来
１
０
回
目
で
、
Ｐ

Ｂ
社
に
戻
さ
れ
た
資
金
は

１
４
億
７
５
０
０
万
レ
に
達

し
た
。
検
察
に
よ
れ
ば
、
こ

の
金
額
は
、
裁
判
所
が
既
に

承
認
し
た
報
奨
付
供
述
（
個

人
）
１
６
３
件
と
レ
ニ
エ
ン

シ
ア
１
０
件
と
で
合
意
に
達

し
て
い
る
返
還
額
（
見
込

み
総
額
１
０
８
億
レ
）
の

１
３
％
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
。

　

式
典
の
中
で
パ
レ
ン
テ
総

裁
は
、
捜
査
当
局
に
協
力
し

て
い
く
事
と
、
返
還
さ
れ
た

資
金
は
、
環
境
保
護
そ
の
他

の
活
動
の
た
め
の
投
資
資
金

と
す
る
計
画
が
あ
る
事
を
明

　

逮
捕
に
直
面
し
た
議
員
に
対
す
る
司
法
の
判
断
を
州
議
会
が
覆
す
こ
と
が
可
能

か
否
か
の
審
理
が
、
最
高
裁
で
７
日
に
行
わ
れ
た
。
審
理
は
ま
だ
継
続
中
だ
が
、

現
状
で
は
「
で
き
な
い
」
が
５
対
４
で
優
勢
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
８
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

員
停
職
）
や
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
州
（
逮
捕
）
で
も
相

次
い
で
い
た
た
め
、
最
高
裁

が
１
０
月
に
下
し
た
判
断
が

地
方
行
政
で
も
通
用
す
る
の

か
否
か
、
い
ま
一
度
、
審
理

す
る
こ
と
が
社
会
的
に
求
め

ら
れ
て
い
た
。

　

７
日
、
最
高
裁
は
議
題

を
「
州
議
員
の
逮
捕
を
州
議

会
が
見
直
す
こ
と
は
可
能

か
」
と
し
て
審
理
を
行
っ

た
。１
０
月
の
投
票
の
際
も
、

判
事
投
票
は
６
対
５
の
接
戦

だ
っ
た
が
、
今
回
も
票
は
割

れ
て
い
る
。
州
議
に
対
す
る

司
法
判
断
に
関
す
る
最
終
決

定
権
が
「
州
議
会
に
ま
で
は

適
用
さ
れ
な
い
」
と
す
る
報

告
官
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン

判
事
に
同
意
し
た
の
は
ロ
ー

ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
、
ル
イ
ス
・

フ
ク
ス
、
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ

リ
の
各
判
事
と
カ
ル
メ
ン
・

ル
シ
ア
長
官
の
計
５
票
。

　

そ
の
一
方
、「
州
議
会
で

も
適
用
で
き
る
」
と
し
て
、

フ
ァ
キ
ン
判
事
に
反
対
し
た

の
が
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ

オ
・
メ
ロ
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

　

今
日
９
日
は
、
本
紙
で
も

繰
り
返
し
報
じ
て
き
た
よ
う

に
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
の
全
国
党
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。
仮
に
、
こ
こ
で
何

の
波
乱
も
起
こ
ら
ず
に
こ

と
が
進
む
と
す
る
な
ら
ば
、

ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン

聖
州
知
事
が
新
党
首
に
選

ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
ジ

ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
、
セ

ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
の
４
判
事

だ
っ
た
。

　

同
件
の
審
理
は
、
カ
ル
メ

ン
長
官
の
判
断
で
、
当
日
出

席
で
き
な
か
っ
た
、
ル
イ

ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ

（
公
務
で
米
国
出
張
中
）、
リ

カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス

キ
ー
（
体
調
不
良
で
休
職

中
）
の
２
判
事
が
戻
っ
て
き

た
時
点
で
再
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

２
０
１
８
年
以
降
と
な
る
。

　

今
回
の
投
票
で
特
筆
す
べ

き
は
、１
０
月
の
投
票
で「
議

会
に
決
定
権
を
」
に
最
後
の

１
表
を
投
じ
て
い
た
カ
ル
メ

ン
長
官
が
州
議
会
の
決
定
権

に
反
対
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

な
お
、
連
邦
検
察
庁
は
７

日
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

現
時
点
で
は「
で
き
な
い
」優
勢

ら
か
に
し
た
。

　

同
総
裁
は
「
汚
職
摘
発
で

名
前
が
挙
が
っ
た
企
業
は
数

多
く
あ
る
が
、
汚
職
に
よ
っ

て
自
ら
を
利
し
た
事
が
な
い

の
は
弊
社
だ
け
だ
。
我
々
は

新
規
契
約
や
新
規
事
業
で
恩

恵
を
受
け
た
事
は
な
く
、
Ｐ

Ｂ
社
だ
け
が
汚
職
に
よ
る
損

害
を
被
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

総
裁
は
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｂ
社

が
経
営
陣
の
入
れ
替
え
な
ど

で
経
営
状
態
を
健
全
化
、
透

明
化
し
て
い
る
事
に
触
れ
、

「
Ｐ
Ｂ
社
は
、
自
ら
の
な
す

べ
き
事
を
果
た
し
て
き
た
。

今
の
Ｐ
Ｂ
社
は
過
去
の
も
の

と
は
完
全
に
異
な
っ
た
組
織

か
、
司
法
界
、
連
警
、
国
税

庁
の
代
表
者
が
出
席
し
た
。

　

資
金
の
返
還
は
、
個
人
に

よ
る
報
奨
付
供
述
や
企
業
版

の
報
奨
付
供
述
で
あ
る
レ
ニ

エ
ン
シ
ア
に
よ
っ
て
実
現
し

た
。
正
式
に
承
認
さ
れ
た
レ

ニ
エ
ン
シ
ア
に
は
、
建
設
大

手
の
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
や
ア

ン
ド
ラ
ー
デ
・
グ
テ
ィ
エ
レ

ス
社
が
行
っ
た
供
述
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　

パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ
ー
バ
市

の
連
邦
検
察
庁
支
部
で
７
日

に
開
か
れ
た
公
金
返
還
式
典

で
、ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）

の
ペ
ド
ロ
・
パ
レ
ン
テ
総
裁

が
、ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ

Ｊ
）
作
戦
の
捜
査
に
よ
っ
て

取
り
戻
さ
れ
た
、
本
来
は
Ｐ

Ｂ
社
の
資
金
で
あ
っ
た
は
ず

の
６
億
５
３
９
０
万
レ
ア
ル

を
受
け
取
っ
た
と
、
８
日
付

伯
字
紙
各
紙
が
報
じ
た
。

　

式
典
に
は
、
Ｐ
Ｂ
総
裁
、

Ｌ
Ｊ
作
戦
特
捜
班
の
デ
ル
タ

ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル
検
事
の
ほ

「
レ
ニ
エ
ン
シ
ア
の
成
果
」と
検
察

水
害
で
１
４
市
が
緊
急
事
態
に

予
定
総
額
の
ほ
ん
の
１
３
％

だ
」
と
し
た
。
同
総
裁
は
、

返
還
さ
れ
た
資
金
に
つ
い
て

も
「
な
ら
ず
者
た
ち
に
盗
ま

れ
た
資
金
」
と
定
義
し
た
。

　

デ
ル
タ
ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル

検
事
は
、「
こ
れ
ま
で
に
返

還
さ
れ
た
資
金
は
、
捜
査
で

戻
っ
て
く
る
は
ず
の
資
金
の

ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
」

と
し
、
Ｌ
Ｊ
作
戦
は
、
失
わ

れ
た
公
金
を
公
庫
に
返
還
す

る
事
な
ぞ
考
え
な
い
汚
職
土

壌
を
浄
化
す
る
形
で
行
わ
れ

て
き
た
事
を
強
調
。
そ
の
上

で
、「
当
時
、
Ｐ
Ｂ
社
内
で

汚
職
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、

同
社
の
代
表
で
も
な
く
、
同

社
の
体
質
を
表
し
て
も
い
な

い
。
議
会
や
司
法
当
局
は
、

個
人
や
企
業
と
の
司
法
取
引

の
有
効
性
を
認
識
し
、
報
奨

付
供
述
を
用
い
た
捜
査
が
今

後
も
順
当
に
進
む
よ
う
、
支

援
し
て
欲
し
い
」
と
結
ん
だ
。

た
際
、
最
高
裁
が
１
０
月
に

「（
議
員
職
責
に
関
す
る
）
最

終
決
定
権
は
議
会
に
あ
る
」

と
の
判
断
を
下
し
た
こ
と

で
、
最
高
裁
第
１
小
法
廷
で

の
職
務
停
止
判
決
が
、
上
院

投
票
で
覆
っ
た
こ
と
に
端
を

発
し
て
い
る
。

　

リ
オ
州
で
は
そ
の
後
、
バ

ス
企
業
か
ら
の
収
賄
疑
惑
に

関
す
る
捜
査
妨
害
を
試
み
た

疑
い
で
、
ジ
ョ
ル
ジ
・
ピ
ッ

シ
ア
ー
ニ
州
議
長
を
は
じ
め

と
す
る
民
主
運
動
党
（
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
所
属
議
員
３
人
が
逮

捕
さ
れ
た
が
、
同
州
議
会
の

判
断
で
逮
捕
取
消
と
な
る
例

が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
社
会
問

題
と
な
っ
た
。

　

リ
オ
州
同
様
の
「
州
議
会

に
よ
る
司
法
判
断
取
消
」
の

ケ
ー
ス
は
、
北
大
河
州
（
議

ＬＪ作戦を統括する、デルタン・ダッラグノル検事
（Pedro de Oliveira/ ALEP）

７日の最高裁（arlos Moura/SCO/STF）

検
察
は
疑
惑
の
リ
オ
州
議
ら
起
訴

ミ ナ ス 州

戦
と
の
関
連
で
始
ま
っ
た
、

リ
オ
州
議
会
内
に
は
び
こ
る

汚
職
に
関
す
る
捜
査
に
基
づ

き
、
ピ
ッ
シ
ア
ー
ニ
氏
を
は

じ
め
と
す
る
前
述
の
リ
オ
州

議
員
３
人
と
他
の
１
６
人
の

容
疑
者
を
、
収
賄
罪
な
ど
で

リ
オ
第
２
地
域
裁
判
所
（
Ｔ

Ｒ
Ｆ
２
）
に
起
訴
し
た
。

ば
れ
る
こ
と
が
有
力
視
さ
れ

て
い
る
。
一
応
、
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
マ
ナ
ウ
ス
市
長
の
ア
ル

ト
ゥ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ジ
ー
リ

オ
氏
が
対
立
候
補
と
し
て
出

馬
す
る
予
定
だ
が
、
同
氏
は

７
日
、
検
察
庁
か
ら
告
発
を

受
け
て
い
る
。
理
由
は
、
２

件
の
高
級
ア
パ
ー
ト
の
所
有

を
高
等
選
挙
裁
判
所
に
申
告

せ
ず
、
隠
蔽
し
た
容
疑
だ
と

い
う
。
党
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
最
中
に
対
立

候
補
が
こ
の
状
況
で
は
、
ア

ウ
キ
ミ
ン
氏
に
一
泡
ふ
か
せ

る
の
は
難
し
い
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
日
、
聖
市
内
で
、
市
立

校
の
無
料
送
迎
バ
ス
の
組
合

が
ス
ト
を
は
じ
め
た
。
そ
う

し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は

聖
市
セ
ン
ト
ロ
の
市
庁
舎
に

近
い
ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア
ニ
ャ

ン
ガ
バ
ウ
ー
や
、
パ
カ
エ
ン

ブ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
と
い
っ

た
、
市
内
の
要
所
を
大
量
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
占
拠
す
る

光
景
が
見
ら
れ
た
。
学
期
の

終
わ
り
頃
の
聖
市
で
は
よ
く

見
ら
れ
る
光
景
で
は
あ
る
の

だ
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
組

合
員
た
ち
は
、
児
童
ひ
と
り

あ
た
り
の
毎
月
の
料
金
設
定

の
方
法
変
更
を
求
め
て
市
と

争
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

◎

　

フ
ラ
メ
ン
ゴ
の
エ
ー
ス
・

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
伯
国

で
も
お
な
じ
み
の
、
ペ
ル
ー

代
表
の
パ
オ
ロ
・
ゲ
レ
ー
ロ

が
８
日
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
連

盟
か
ら
、
か
ね
て
か
ら
問
題

に
な
っ
て
い
た
ド
ー
ピ
ン
グ

違
反
の
件
で
１
年
間
の
出
場

停
止
処
分
を
受
け
た
。
ペ

ル
ー
代
表
は
、
エ
ー
ス
の
ゲ

レ
ー
ロ
の
活
躍
も
あ
っ
て
、

３
６
年
ぶ
り
の
Ｗ
杯
進
出
を

決
め
て
い
た
。
ゲ
レ
ー
ロ
本

人
は
法
廷
闘
争
を
進
め
て
い

る
が
、
果
た
し
て
？

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）

社
は
５
日
、
今
年
６
月
か
ら

数
え
て
８
回
目
と
な
る
家
庭

用
ガ
ス
価
格
の
調
整
（
前
月

比
８
・
９
％
上
昇
）
を
発
表

し
た
。
だ
が
、
そ
れ
か
ら
僅

か
２
日
後
の
７
日
に
家
庭
用

ガ
ス
価
格
の
決
定
方
法
を
見

直
す
と
発
表
し
た
と
、
８
日

付
伯
字
紙
各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
社
は
、「
今
年
６
月

に
採
用
し
た
方
法
で
は
、
激

し
い
原
油
価
格
変
動
が
、
そ

の
ま
ま
伯
国
の
一
般
家
庭
を

直
撃
し
て
し
ま
う
。
新
規
基

準
で
は
よ
り
安
定
し
た
価
格

で
の
供
給
を
目
指
す
」
と
書

面
で
発
表
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｂ
は
今
年
６
月
、
原
油

の
国
際
価
格
変
動
に
合
わ
せ

て
、
家
庭
用
の
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｇ
Ｌ
Ｐ
）
の
製
油
所
出

口
価
格
を
毎
月
変
更
す
る
方

式
を
採
用
し
た
。
１
２
月
５

日
ま
で
８
回
行
わ
れ
た
調
整

中
、
価
格
が
マ
イ
ナ
ス
調
整

さ
れ
た
（
値
下
が
り
し
た
）

の
は
７
月
の
１
回
だ
け
で
、

残
り
７
回
は
全
て
、
値
上
げ

と
な
っ
た
。
上
昇
率
は
通
算

６
７
・
８
％
に
達
し
、
家
庭

用
の
１
３
キ
ロ
入
り
ボ
ン
ベ

（
ボ
チ
ジ
ョ
ン
）
価
格
は
平

均
１
５
％
上
昇
し
た
。

　

Ｐ
Ｂ
は
、
短
期
間
で
こ
れ

ほ
ど
の
家
庭
用
ガ
ス
価
格
上

昇
が
起
き
た
一
因
と
し
て
、

北
半
球
で
の
冬
の
訪
れ
に
よ

り
、
欧
州
市
場
な
ど
で
需
要

が
急
増
し
た
事
を
あ
げ
て
い

る
。

　

新
し
い
価
格
設
定
方
法
は

ま
だ
決
定
さ
れ
て
な
い
が
、

Ｐ
Ｂ
社
は
、
国
際
市
場
に
お

け
る
Ｇ
Ｌ
Ｐ
価
格
を
基
準
に

す
る
方
針
は
変
え
な
い
と
し

た
上
で
、「
新
し
い
価
格
設

定
方
式
は
、
ボ
チ
ジ
ョ
ン
に

の
み
適
用
さ
れ
、
Ｐ
Ｂ
社
が

販
売
す
る
他
の
派
生
商
品
の

価
格
に
は
反
映
さ
れ
な
い
」

と
書
面
で
発
表
し
た
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

で
は
先
週
か
ら
強
い
雨
が
断

続
的
に
降
り
続
け
て
お
り
、

７
日
も
１
４
の
自
治
体
が
緊

急
事
態
を
宣
言
し
た
と
７
、

８
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。
緊
急
事
態
を
宣
言

し
た
町
の
市
長
達
は
７
日
に

ブ
ラ
ジ
リ
ア
を
訪
れ
、
大
統

領
と
会
談
。
州
防
災
局
や
連

邦
政
府
は
同
日
、
１
４
市
の

緊
急
事
態
を
承
認
し
た
。

　

雨
の
被
害
は
同
州
東
部
の

森
林
地
帯
に
あ
る
町
々
を
中

心
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

６
日
に
ピ
メ
ン
テ
ル
知
事

の
訪
問
を
受
け
た
リ
オ
・
カ

ス
カ
市
は
、
４
日
早
朝
に
集

中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
家
屋

倒
壊
や
２
階
建
て
の
家
の
屋

根
ま
で
水
に
覆
わ
れ
る
と
い

う
被
害
を
受
け
た
。
下
水
混

じ
り
の
濁
流
に
襲
わ
れ
た
町

は
、
壊
れ
た
家
や
動
け
な
く

な
っ
た
車
、
悪
臭
を
放
つ
泥

な
ど
に
覆
い
つ
く
さ
れ
た
。

商
店
強
奪
な
ど
も
起
き
て
い

る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
機
能

し
て
い
な
い
。

　

死
者
１
人
、
行
方
不
明
者

３
人
が
出
て
い
る
ウ
ル
カ
ニ

ア
市
は
、
道
路
や
畑
が
一
面

泥
で
覆
わ
れ
、
至
る
所
に
大

水
が
運
ん
で
き
た
瓦
礫
や
立

ち
木
な
ど
が
山
を
な
し
て
い

る
。
町
を
襲
っ
た
濁
流
は
乗

用
車
を
屋
根
の
上
に
押
し
上

げ
、
ト
ラ
ッ
ク
を
川
に
引
き

ず
り
込
ん
だ
上
、
橋
の
一
部

も
流
し
て
し
ま
っ
た
。
国
道

や
州
道
も
土
砂
崩
れ
な
ど
で

寸
断
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ン
タ
ク
ル
ー
ス
・
ド
・

エ
ス
カ
ウ
ヴ
ァ
ド
市
で
も
、

４
日
は
市
内
を
走
る
幹
線
道

路
が
川
と
化
し
、
市
役
所
や

病
院
さ
え
浸
水
被
害
を
受
け

た
。
津
波
の
後
と
見
間
違
う

ほ
ど
の
道
路
は
泥
で
覆
わ
れ

た
上
に
、
瓦
礫
や
家
具
、
電

気
製
品
な
ど
が
溢
れ
、
歩
行

さ
え
も
困
難
だ
。

　

サ
ン
ト
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ド
・

グ
ラ
マ
も
瞬
く
間
に
大
水
に

襲
わ
れ
、
何
一
つ
持
ち
出
せ

な
か
っ
た
人
達
が
、
茫
然
自

失
の
状
態
の
ま
ま
、
清
掃
な

ど
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

同
州
消
防
は
今
月
、
雨
が

原
因
の
通
報
を
５
４
０
件
受

け
て
い
る
。
現
在
も
行
方
不

明
の
人
は
、
ウ
ル
カ
ニ
ア
市

３
人
と
ヴ
ェ
ス
パ
シ
ア
ノ
市

１
人
の
計
４
人
。
ウ
ル
カ
ニ

ア
で
は
１
３
歳
の
少
女
、
ペ

ル
ジ
ゼ
ス
で
は
６
歳
の
男
児

が
濁
流
に
流
さ
れ
て
死
亡
。

３
日
に
８
０
歳
女
性
が
屋
内

で
溺
死
し
た
リ
ベ
イ
ロ
ン
・

ダ
ス
・
ネ
ヴ
ェ
ス
は
、
５
日

に
緊
急
事
態
認
定
済
み
だ
。

　

森
林
地
帯
の
町
々
で
は
、

家
屋
の
全
半
壊
も
２
０
０
軒

近
く
、
１
８
０
０
人
以
上
が

避
難
所
、
１
千
人
弱
が
親
戚

宅
な
ど
に
退
避
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
州
や
エ
ス
ピ
リ

ト
サ
ン
ト
州
で
は
来
週
も
雨

が
続
く
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

７
日
、
高
等
裁
判
所
が
聖

市
地
下
鉄
や
都
電
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｍ
）、バ
ス
な
ど
で
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た

る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
こ

れ
ら
の
交
通
機
関
が
被
害
者

へ
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
い

う
判
決
を
下
し
た
。
８
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
判
決
を
下
し
た
の
は

高
等
裁
第
４
小
法
廷
で
、
４

対
１
の
多
数
決
で
の
判
決
と

な
っ
た
。

　

今
回
の
裁
判
は
、
２
０
１

５
年
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
車
両
内

で
男
性
乗
客
か
ら
性
器
を

押
し
当
て
ら
れ
た
女
性
が

起
こ
し
た
、
最
低
限
で
も

７
８
万
８
千
レ
ア
ル
の
賠

償
を
求
め
る
訴
え
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
女
性

は
こ
の
被
害
に
よ
っ
て
、
強

い
精
神
的
な
ト
ラ
ウ
マ
を
負

い
、
夜
も
眠
れ
ず
に
泣
き
過

ご
し
、
交
通
機
関
に
対
す
る

恐
怖
心
が
芽
生
え
て
し
ま
っ

た
。

　

高
等
裁
の
審
理
は
こ
の
件

そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、

公
共
交
通
機
関
の
中
で
起
き

た
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
や
損

害
を
受
け
た
場
合
、
交
通
機

関
が
賠
償
に
応
じ
る
責
任
が

あ
る
判
断
し
た
。

　

報
告
官
の
ル
イ
ス
・
フ
ェ

リ
ペ
・
サ
ロ
モ
ン
判
事
は
、

「
民
法
と
消
費
者
保
護
法
の

観
点
か
ら
、
交
通
機
関
に
よ

る
賠
償
が
妥
当
と
判
断
し

た
」
と
い
い
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
側

も
「
判
決
を
尊
重
す
る
」
と

し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月8日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2961  R$
買　3.2954  R$

円相場
売　0.0290  R$
買　0.0290  R$

州議会で議員逮捕は覆せるか？
　

こ
の
問
題
は
、ア
エ
シ
オ
・

ネ
ー
ヴ
ェ
ス
上
議
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
収
賄

容
疑
で
の
職
務
停
止
と
な
っ

家
庭
用
ガ
ス
価
格
さ
ら
に
上
昇

Ｐ
Ｂ
「
価
格
設
定
方
式
見
直
す
」

死
者
３
人
に
行
方
不
明
者
４
人

最高裁
投票

ＬＪ作戦

Ｐ
Ｂ
に
６
億
５
３
９
０
万
レ
返
還

（２）２０１７年 第４８９６号 １２月 ９日 （土曜日）

交
通
機
関
に
セ
ク
ハ
ラ
賠
償
義
務

聖
市
地
下
鉄
や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
な
ど



　

１
９
６
６
年ね

ん

５
月が

つ

２
５
日に

ち

、
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

の
学が

く

生せ
い

大だ
い

食し
ょ
く

堂ど
う

に
、
学が

く

生せ
い

や
教

き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

が
押お

し
寄よ

せ
、
騒そ

う

然ぜ
ん

と
し
た
空く

う

気き

が
広ひ

ろ

が
っ
た
。
東ひ

が
しの
壁か

べ

に
巨き

ょ

大だ
い

な
大だ

い

字じ

報ほ
う

（
壁か

べ

新し
ん

聞ぶ
ん

）
が
貼は

り
出だ

さ
れ
て
い
た
の
だ
。
学が

く

長ち
ょ
うの
陸り

く

平へ
い

ら
、
大だ

い

学が
く

や
北ぺ

京き
ん

市し

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

が
名な

指ざ

し
で
批ひ

判は
ん

さ
れ
、「
毛も

う

沢た
く

東と
う

思し

想そ
う

の
偉い

大だ
い

な

赤あ
か

旗は
た

を
高た

か

く
掲か

か

げ
、
す
べ
て
の
妖よ

う

怪か
い

変へ
ん

化げ

と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
流

り
ゅ
う

の
反は

ん

革か
く

命め
い

修し
ゅ
う

正せ
い

主し
ゅ

義ぎ

分ぶ
ん

子し

を
一い

っ

掃そ
う

し
、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

革か
く

命め
い

を
最さ

い

後ご

ま
で
や
り
抜ぬ

こ
う
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
た
。

　

６
月が

つ

１
日た

ち

夜よ
る

、
中

ち
ゅ
う

央お
う

人じ
ん

民み
ん

放ほ
う

送そ
う

局き
ょ
くは
、
こ
れ
を
「
全ぜ

ん

国こ
く

初は
つ

の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主し

ゅ

義ぎ

の
大だ

い

字じ

報ほ
う

」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
、
翌よ

く

日じ
つ

、
党と

う

機き

関か
ん

紙し

「
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

」
に
も
、
大だ

い

字じ

報ほ
う

の
内な

い

容よ
う

が

「
歓か

ん

呼こ

を
送お

く

る
」
と
の
論ろ

ん

評ぴ
ょ
うつ
き
で
転て

ん

載さ
い

さ
れ
た
。
陰か

げ

で
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

中ち
ゅ
う

央お
う

が
動う

ご

い
て
い
る
に
違ち

が

い
な
い
。
陸り

く

平へ
い

の
心こ

こ
ろは
凍こ

お
っ
た
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
紅こ

う

色し
ょ
く

政せ
い

権け
ん

（
赤あ

か

い
政せ

い

権け
ん

）
を
防ぼ

う

衛え
い

す
る
衛え

い

兵へ
い

で
あ
る
」
北ぺ

京き
ん

の
精せ

い

華か

大だ
い

学が
く

付ふ

属ぞ
く

中ち
ゅ
う

学が
く

に
張は

ら
れ
た
大だ

い

字じ

報ほ
う

の
署し

ょ

名め
い

は
「
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

」。
党と

う

幹か
ん

部ぶ

の
子し

弟て
い

た
ち
は
毛も

う

沢た
く

東と
う

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
失う

し
な

わ
れ
た
２
０
年ね

ん

１９９９年
ねん

１０月
がつ

9日
にち

版
ばん

神し
ん

格か
く

化か

が
強つ

よ

ま
る
中な

か

で
育そ

だ

ち
、「
毛も

う

沢た
く

東と
う

思し

想そ
う

に
よ
る
革か

く

命め
い

継け
い

続ぞ
く

」
に
熱ね

っ

狂き
ょ
うし
た
。
学が

く

内な
い

に
は
大だ

い

字じ

報ほ
う

が
あ
ふ
れ
、
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

た
ち
は
町ま

ち

に
繰く

り
出だ

し
て
デ
モ
を
行

お
こ
な
っ
た
。［
１
，
ｐ
１
２
８
］

　
こ
の
騒そ

う

乱ら
ん

を
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

国こ
っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

は
深し

ん

刻こ
く

に
受う

け
止と

め
、
ト

ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

党と
う

総そ
う

書し
ょ

記き

と
と
も
に
、
杭こ

う

州し
ゅ
うで
静せ

い

養よ
う

中ち
ゅ
うの
毛も

う

沢た
く

東と
う

の

も
と
へ
飛と

ん
で
、
事じ

態た
い

の
収

し
ゅ
う

拾し
ゅ
うに
乗の

り
出だ

す
よ
う
に
求も

と

め
た
。

　
し
か
し
、
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
軽か

る

く
手て

を
振ふ

り
、「
乱み

だ

れ
る
に
ま
か
せ

れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
言い

い
放は

な
っ
た
。
し
ば
ら
く
帰き

京き
ょ
うす

る
気き

は
な
い
の
で
、二ふ

た

人り

で
臨り

ん

機き

に
問も

ん

題だ
い

を
処し

ょ

理り

す
る
よ
う
に
、

と
答こ

た

え
た
。
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

は
、
ま
だ
騒そ

う

乱ら
ん

の
真ま

こ
との
標

ひ
ょ
う

的て
き

が
自じ

分ぶ
ん

で

あ
る
事こ

と

に
気き

が
つ
か
な
か
っ
た
。［
１
，
ｐ
１
３
１
］

　
こ
の
１
０
年ね

ん

も
前ま

え

、
５
６
年ね

ん

２
月が

つ

に
ソ
連れ

ん

の
党と

う

第だ
い

一い
ち

書し
ょ

記き

フ

ル
シ
チ
ョ
フ
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
独ど

く

裁さ
い

を
批ひ

判は
ん

す
る
秘ひ

密み
つ

報ほ
う

告こ
く

を

行お
こ
な
っ
た
。
神し

ん

格か
く

化か

さ
れ
、無む

謬び
ゅ
う

性せ
い

が
信し

ん

じ
ら
れ
て
き
た
ス
タ
ー

リ
ン
の
偶ぐ

う

像ぞ
う

は
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
破は

壊か
い

さ
れ
た
。

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

は
激げ

き

怒ど

し
つ
つ
も
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
も
修

し
ゅ
う

正せ
い

主し
ゅ

義ぎ

が
現あ

ら
われ
、

自じ

分ぶ
ん

も
死し

後ご

に
鞭む

ち

打う

た
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
疑ぎ

心し
ん

に
と
ら

わ
れ
た
。

「
誰だ

れ

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
な
の
か
？
」［
１
，
ｐ
１
４
０
］

　
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」
政せ

い

策さ
く

が
破は

綻た
ん

し
、
５
９
年ね

ん

に
は
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

の
地ち

位い

を
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

に
譲ゆ

ず

っ
た
。
そ
の
修

し
ゅ
う

正せ
い

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

政せ
い

策さ
く

は
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと

成せ
い

功こ
う

を
収お

さ

め
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、自じ

分ぶ
ん

は
い
ず
れ
ス
タ
ー

リ
ン
と
同お

な

じ
末ま

つ

路ろ

と
な
る
。
こ
の
危き

機き

を
打だ

開か
い

す
る
た
め
に
考

か
ん
が

え
出だ

し
た
の
が
、
大た

い

衆し
ゅ
う

動ど
う

員い
ん

に
よ
っ
て
、
党と

う

の
外そ

と

か
ら
修

し
ゅ
う

正せ
い

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

達た
ち

を
打だ

倒と
う

し
よ
う
と
す
る「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
戦せ

ん

術じ
ゅ
つの
天て

ん

才さ
い

・
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
い
き
な
り
、
本ほ

ん

丸ま
る

の

劉り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

を
攻こ

う

撃げ
き

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
思お

も

惑わ
く

を
明あ

か
す
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
。
ま
ず
北ぺ

京き
ん

の
学が

く

生せ
い

た
ち
が
、
北ぺ

京き
ん

大だ
い

学が
く

や
北ぺ

京き
ん

市し

の
党と

う

幹か
ん

部ぶ

を
「
反は

ん

革か
く

命め
い

」
と
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

す
る
。

　

誰だ
れ

が
誰だ

れ

を
攻こ

う

撃げ
き

し
て
い
る
の
か
、
分わ

か
ら
な
い
う
ち
に
、
国こ

っ

３
．
暴あ

ば

れ
だ
し
た
孫そ

ん

悟ご

空く
う

た
ち

家か

全ぜ
ん

体た
い

を
混こ

ん

乱ら
ん

に
陥お

ち
い
れ
、
そ
れ
に
乗じ

ょ
う
じ
て
劉り

ゅ
うの
失し

っ

脚き
ゃ
くを
狙ね

ら

う

と
い
う
遠え

ん

大だ
い

な
戦せ

ん

法ぽ
う

で
あ
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

央お
う

機き

関か
ん

が
よ
く
な
い
こ
と
を
し
で
か
し
た
ら
、
私わ

た
し
は
地ち

方ほ
う

が
造ぞ

う

反は
ん

し
て
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
進し

ん

行こ
う

す
る
よ
う
呼よ

び
か
け
る
。
各か

く

地ち

は
た
く
さ
ん
の
孫そ

ん

悟ご

空く
う

を
送お

く

り
出だ

し
て
大お

お

い
に
天て

ん

宮き
ゅ
うを
騒さ

わ

が
せ

る
べ
き
だ
。［
１
，
ｐ
１
３
５
］

　
こ
の
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
言こ

と

葉ば

ど
お
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

の
学が

っ

校こ
う

で
孫そ

ん

悟ご

空く
う

た
ち
が
現あ

ら
わ
れ
て
、
暴あ

ば

れ
始は

じ

め
た
。「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
」

の
著ち

ょ

者し
ゃ

ユ
ン
・
チ
ア
ン
の
通か

よ

っ
て
い
た
中

ち
ゅ
う

学が
く

で
も
、
６
５
年ね

ん

６

月が
つ

は
じ
め
か
ら
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うが
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
停て

い

止し

し
た
。
そ
れ
で
も

生せ
い

徒と

は
毎ま

い

日に
ち

登と
う

校こ
う

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
人じ

ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

の
論ろ

ん

説せ
つ

を
朗ろ

う

読ど
く

す
る
声こ

え

が
ガ
ン
ガ
ン
鳴な

り
響ひ

び

き
、
ク
ラ
ス
で
は
そ
の

一い
ち

面め
ん

記き

事じ

を
学が

く

習し
ゅ
うし
た
。

　

人じ
ん

民み
ん

日に
っ

報ぽ
う

は
、
学が

っ

校こ
う

の
試し

験け
ん

は
「
生せ

い

徒と

を
敵て

き

人じ
ん

の
よ
う
に

あ
つ
か
い
」、「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知ち

識し
き

分ぶ
ん

子し

」
の
悪わ

る

だ
く
み
の
一い

っ

環か
ん

で
あ
る
か
ら
粉ふ

ん

砕さ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
言こ

と

葉ば

を
引い

ん

用よ
う

し
な
が
ら
、
生せ

い

徒と

を
け
し
か
け
た
。「
造ぞ

う

反は
ん

有ゆ
う

理り

」

（
反は

ん

乱ら
ん

に
は
理り

が
あ
る
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
さ
か
ん
に
叫さ

け

ば

れ
た
。

　

生せ
い

徒と

た
ち
は
、紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

組そ

織し
き

を
作つ

く

り
、学が

っ

校こ
う

に
寝ね

泊と
ま

り
し
て
、

毎ま
い

日に
ち

集し
ゅ
う

会か
い

や
、大だ

い

字じ

報ほ
う

作づ
く

り
に
没ぼ

っ

頭と
う

し
た
。
長な

が

い
髪か

み

、ス
カ
ー

ト
、
細ほ

そ

い
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的て

き

退た
い

廃は
い

」
だ
と
し
て

糾き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
た
。
ユ
ン
も
ひ
そ
か
に
涙な

み
だ
を
流な

が

し
な
が
ら
、
長な

が

い

お
さ
げ
髪か

み

を
切き

り
、
わ
ざ
と
つ
ぎ
を
あ
て
た
ズ
ボ
ン
を
は
き
、

い
や
い
や
な
が
ら
学が

っ

校こ
う

に
寝ね

泊と
ま

り
し
た
。

　

ひ
と
た
び
「
階か

い

級き
ゅ
う

敵て
き

人じ
ん

」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
る
と
、

糾き
ゅ
う

弾だ
ん

集し
ゅ
う

会か
い

で
容よ

う

赦し
ゃ

な
い
吊つ

る

し
上あ

げ
が
待ま

っ
て
い
た
。
ユ
ン
の

哲て
つ

学が
く

の
先せ

ん

生せ
い

は
、
成せ

い

績せ
き

の
悪わ

る

い
生せ

い

徒と

に
冷れ

い

淡た
ん

な
所と

こ
ろ
が
あ
り
、

そ
れ
を
恨う

ら

ん
だ
生せ

い

徒と

が
、「
退た

い

廃は
い

的て
き

で
あ
る
」
と
批ひ

判は
ん

し
た
。

こ
の
女じ

ょ

教き
ょ
う

師し

は
、
夫お

っ
と
と
の
出で

会あ

い
が
バ
ス
の
中な

か

で
あ
り
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

に
出で

合あ

っ
た
相あ

い

手て

と
恋こ

い

に
お
ち
る
の
は
、
不ふ

道ど
う

徳と
く

だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

事じ

務む

室し
つ

で
、
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

た
ち
は
こ
の
女じ

ょ

教き
ょ
う

師し

に
対た

い

し
て
、「
革か

く

１
．
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

登と
う

場じ
ょ
う

命め
い

行こ
う

動ど
う

」、
す
な
わ
ち
殴お

う

打だ

を
始は

じ

め
た
。
髪か

み

を
振ふ

り
乱み

だ

し
、
苦く

悶も
ん

に
床ゆ

か

を
転こ

ろ

げ
ま
わ
っ
て
、
や
め
て
、
と
叫さ

け

ぶ
先せ

ん

生せ
い

に
、
男だ

ん

子し

生せ
い

徒と

た
ち
は
所と

こ
ろか
ま
わ
ず
蹴け

り
つ
け
る
。

　
や
め
て
、
だ
と
？
こ
な
い
だ
ま
で
の
い
ば
り
く
さ
っ
た
態た

い

度ど

は
ど
こ
へ
行い

っ
た
ん
だ
？
や
め
て
ほ
し
い
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
頼た

の

み

か
た
が
あ
る
だ
ろ
う
。
叩こ

う

頭と
う

し
て
「
革か

く

命め
い

少し
ょ
う

将し
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

、
ど

う
か
命い

の
ちを
お
助た

す

け
く
だ
さ
い
」
と
言い

え
。

　

叩こ
う

頭と
う

と
は
、
ひ
ざ
ま
づ
い
て
床ゆ

か

に
頭あ

た
ま
を
た
た
き
つ
け
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

古こ

来ら
い

の
作さ

法ほ
う

だ
。
叩こ

う

頭と
う

し
て
の
命

い
の
ち

乞ご

い
は
、
こ
の
う
え
な
い
恥ち

辱じ
ょ
くで
あ
る
。

　
ユ
ン
は
、「
お
気き

に
入い

り
の
生せ

い

徒と

の
顔か

お

を
見み

た
ら
、
ど
ん
な

気き

が
す
る
だ
ろ
う
な
」
と
、
そ
の
場ば

に
呼よ

ば
れ
て
い
た
。
そ
し

て
ユ
ン
の
軟な

ん

弱じ
ゃ
くな
態た

い

度ど

を
矯

き
ょ
う

正せ
い

す
る
た
め
に
、
殴お

う

打だ

に
加く

わ

わ
れ

と
、
級

き
ゅ
う

友ゆ
う

た
ち
か
ら
前ま

え

に
押お

し
出だ

さ
れ
た
。
先せ

ん

生せ
い

は
か
ら
だ

を
起お

こ
し
て
床ゆ

か

に
す
わ
り
、
う
つ
ろ
な
視し

線せ
ん

を
上あ

げ
た
。
ユ
ン

と
視し

線せ
ん

が
あ
っ
た
。
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
乱み

だ

れ
た
髪か

み

の
間あ

い
だか
ら
見み

え
る
先せ

ん

生せ
い

の
目め

は
、
苦く

悶も
ん

と
絶ぜ

つ

望ぼ
う

と
放ほ

う

心し
ん

が
あ
っ
た
。
ユ
ン
は

そ
の
場ば

か
ら
逃に

げ
出だ

し
た
。［
２
，
ｐ
２
０
３
］

　

や
が
て
、
弾だ

ん

圧あ
つ

は
、
市し

や
党と

う

の
幹か

ん

部ぶ

に
及お

よ

ん
で
き
た
。
窃せ

っ

盗と
う

、
強ご

う

姦か
ん

、
麻ま

薬や
く

密み
つ

売ば
い

な
ど
で
警け

い

察さ
つ

に
つ
か
ま
っ
た
前ぜ

ん

科か

者も
の

た

ち
が
、
造ぞ

う

反は
ん

に
加く

わ

わ
る
こ
と
を
許ゆ

る

さ
れ
、
区く

の
幹か

ん

部ぶ

た
ち
の
吊つ

る

し
上あ

げ
を
始は

じ

め
た
。
宣せ

ん

伝で
ん

部ぶ

長ち
ょ
うを
し
て
い
た
ユ
ン
の
母は

は

は
、
個こ

人じ
ん

的て
き

な
恨う

ら

み
は
買か

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
幹か

ん

部ぶ

の
一ひ

と

人り

だ
と
い

う
だ
け
の
理り

由ゆ
う

で
、
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
た
。

　

母は
は

は
何な

ん

度ど

か
、
円え

ん

錐す
い

形け
い

の
紙か

み

帽ぼ
う

子し

を
か
ぶ
せ
ら
れ
、
首く

び

に

プ
ラ
カ
ー
ド
を
ぶ
ら
下さ

げ
た
格か

っ

好こ
う

で
、
町ま

ち

を
行こ

う

進し
ん

さ
せ
ら
れ

た
。
２
、３
歩ほ

歩あ
ゆ

む
た
び
に
、
見け

ん

物ぶ
つ

し
て
い
る
群ぐ

ん

集し
ゅ
うに
叩こ

う

頭と
う

さ

せ
ら
れ
、
そ
ん
な
小ち

い

さ
な
音お

と

で
は
だ
め
だ
、
と
叫さ

け

ぶ
見け

ん

物ぶ
つ

人に
ん

が
い
る
と
、
母は

は

た
ち
は
石い

し

の
舗ほ

道ど
う

に
頭あ

た
ま
を
打う

ち
つ
け
て
、
も
っ

と
大お

お

き
な
音お

と

を
立た

て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

あ
る
吊つ

る

し
上あ

げ
大た

い

会か
い

で
は
、
割わ

れ
た
ガ
ラ
ス
片へ

ん

の
上う

え

に
ひ
ざ

ま
づ
か
さ
れ
た
。
そ
の
夜よ

る

遅お
そ

く
ま
で
か
か
っ
て
、
祖そ

母ぼ

が
毛け

抜ぬ

き
と
針は

り

で
、
母は

は

の
ひ
ざ
か
ら
ガ
ラ
ス
片へ

ん

を
抜ぬ

き
取と

っ
た
。
祖そ

母ぼ

は
「
私わ

た
しの
娘む

す
め
が
、
何な

に

を
し
た
と
い
う
の
。
な
ぜ
こ
ん
な
目め

に
遭あ

わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
？
」
と
涙な

み
だを
こ
ぼ
し
た
。

　
ユ
ン
の
父ち

ち

は
、
四し

川せ
ん

省し
ょ
う

党と
う

委い

員い
ん

会か
い

の
宣せ

ん

伝で
ん

部ぶ

副ふ
く

部ぶ

長ち
ょ
うの
要よ

う

職し
ょ
くに
あ
っ
た
。
そ
の
地ち

位い

を
狙ね

ら

う
宣せ

ん

伝で
ん

部ぶ

の
部ぶ

下か

の
一ひ

と

人り

、
姚

し
や
う

女じ
ょ

史し

が
、
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

た
ち
を
引ひ

き
連つ

れ
て
、
自じ

宅た
く

を
襲お

そ

っ
た
。

父ち
ち

の
書し

ょ

斎さ
い

に
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

古こ

典て
ん

文ぶ
ん

学が
く

の
本ほ

ん

を
指さ

し
て
、「
毒ど

く

草そ
う

」

は
す
べ
て
焼

し
ょ
う

却き
ゃ
くし
ろ
と
命め

い

じ
た
。
そ
の
夜よ

る

、
ユ
ン
が
帰か

え

っ
て
き

た
時と

き

、
父ち

ち

が
生せ

い

活か
つ

費ひ

を
切き

り
詰つ

め
て
買か

い
集あ

つ

め
た
本ほ

ん

を
火ひ

に

投な

げ
込こ

ん
で
い
た
。
激は

げ

し
く
慟ど

う

哭こ
く

し
な
が
ら
、
壁か

べ

に
頭あ

た
ま
を
打う

ち
つ
け
て
い
る
。
ユ
ン
が
生う

ま
れ
て
初は

じ

め
て
見み

る
、
父ち

ち

の
泣な

く

姿す
が
ただ
っ
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

か
ら
、
父ち

ち

に
対た

い

す
る
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

集し
ゅ
う

会か
い

が
続つ

づ

い
た
。
父ち

ち

は
殴な

ぐ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
誰だ

れ

が
「
中ち

ゅ
う

国ご
く

の

　
　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
」
な
の
か
？

ら
れ
、
蹴け

ら
れ
な
が
ら
も
、
決け

っ

し
て
屈く

っ

服ぷ
く

し
な
か
っ
た
。

「
な
に
が
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

だ
！
『
文ぶ

ん

化か

』
な
ど
何な

に

一ひ
とつ
な
い
じ
ゃ
な

い
か
！
こ
ん
な
も
の
は
た
だ
の
蛮ば

ん

行こ
う

だ
。」［
２
，
ｐ
２
７
３
］

　

監か
ん

禁き
ん

さ
れ
た
ま
ま
、
こ
う
し
た
吊つ

る

し
上あ

げ
が
連れ

ん

日じ
つ

続つ
づ

き
、

や
が
て
、
ユ
ン
の
父ち

ち

は
一い

ち

時じ

的て
き

な
精せ

い

神し
ん

異い

常じ
ょ
うに
な
っ
て
い
く
。

や
が
て
ユ
ン
の
両

り
ょ
う

親し
ん

は
、
別べ

つ

々べ
つ

に
ヒ
マ
ラ
ヤ
東と

う

端た
ん

の
地ち

に
作つ

く

ら

れ
た
「
幹か

ん

部ぶ

学が
っ

校こ
う

」
と
呼よ

ば
れ
る
労ろ

う

働ど
う

キ
ャ
ン
プ
に
移う

つ

さ
れ
た
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

で
数す

う

千せ
ん

ヶ
所し

ょ

も
作つ

く

ら
れ
た
「
幹か

ん

部ぶ

学が
っ

校こ
う

」
に
、
党と

う

の
幹か

ん

部ぶ

、
作さ

っ

家か

、
学が

く

者し
ゃ

、
科か

学が
く

者し
ゃ

、
教

き
ょ
う

師し

、
医い

師し

、
俳は

い

優ゆ
う

な
ど
、

知ち

識し
き

人じ
ん

階か
い

級き
ゅ
うが
、
続ぞ

く

々ぞ
く

と
送お

く

り
込こ

ま
れ
た
。
四し

川せ
ん

省し
ょ
うの
宣せ

ん

伝で
ん

部ぶ

副ふ
く

部ぶ

長ち
ょ
うの
地ち

位い

は
、父ち

ち

を
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
た
姚

し
や
う

女じ
ょ

史し

が
手て

に
入い

れ
た
。

［
３
，ｐ
４
８
］

　
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
党と

う

の
幹か

ん

部ぶ

で
排は

い

除じ
ょ

さ
れ
た
者も

の

は
約や

く

６
０
％
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

で
死し

亡ぼ
う

し
た
も
の
は
４
０
万ま

ん

人に
ん

と
推す

い

定て
い

し
て
い
る
。［
４
，ｐ
５
０
９
］

　

ま
た
、
被ひ

害が
い

を
こ
う
む
っ
た
人ひ

と

々び
と

は
家か

族ぞ
く

を
含ふ

く

め
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

体た
い

で
総そ

う

計け
い

１
億お

く

人に
ん

に
達た

っ

し
た
で
あ
ろ
う
と
、
述の

べ
て
い
る
。

［
４
，ｐ
５
３
６
］

　

文ぶ
ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

が
発は

つ

動ど
う

さ
れ
て
２
ヵ
月げ

つ

後ご

の
６
６
年ね

ん

１
０
月が

つ

、

北ぺ

京き
ん

で
開ひ

ら

か
れ
た
中

ち
ゅ
う

央お
う

工こ
う

作さ
く

会か
い

議ぎ

の
席せ

き

上じ
ょ
う、
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

・
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

、
党と

う

中ち
ゅ
う

央お
う

委い

員い
ん

会か
い

総そ
う

書し
ょ

記き

・
ト
ウ
小

し
ょ
う

平へ
い

が
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
反は

ん

動ど
う

路ろ

線せ
ん

」
の
頭と

う

目も
く

で
あ
り
、
打だ

倒と
う

対た
い

象し
ょ
うで
あ
る
こ
と
が

宣せ
ん

言げ
ん

さ
れ
た
。

　

６
７
年ね

ん

１
月が

つ

１
２
日に

ち

に
は
、
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

が
、
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

の
自じ

宅た
く

ま
で
な
だ
れ
込こ

み
、
自じ

己こ

批ひ

判は
ん

を
迫せ

ま

っ
た
。
翌よ

く

日じ
つ

、
毛も

う

沢た
く

東と
う

か
ら
呼よ

び
出だ

さ
れ
た
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

は
、「
今こ

ん

回か
い

の
路ろ

線せ
ん

の
誤あ

や
ま
り

は
自じ

分ぶ
ん

が
責せ

き

任に
ん

を
負お

う
の
で
、
早は

や

く
幹か

ん

部ぶ

た
ち
を
解か

い

放ほ
う

し
て

欲ほ

し
い
。
自じ

分ぶ
ん

は
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

の
職し

ょ
く
を
辞じ

し
、
郷

き
ょ
う

里り

に
引い

ん

退た
い

し

た
い
」
と
希き

望ぼ
う

を
述の

べ
た
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
そ
れ
に
は
答こ

た

え
ず
、

穏お
だ

や
か
な
笑え

顔が
お

で
、「
真し

ん

剣け
ん

に
学が

く

習し
ゅ
うし
、
体か

ら
だを
い
た
わ
る
ん
だ
」

と
い
う
言こ

と

葉ば

を
か
け
た
。

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

が
笑え

顔が
お

の
蔭か

げ

で
狙ね

ら

っ
て
い
た
の
は
、
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

を
打だ

倒と
う

目も
く

標ひ
ょ
うに
掲か

か

げ
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
大た

い

衆し
ゅ
うの
憎ぞ

う

悪お

を
煽あ

お

る
こ
と

だ
っ
た
。
６
７
年ね

ん

７
月が

つ

に
は
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

の
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

に
取と

り
囲か

こ

ま
れ
、「
批ひ

判は
ん

台だ
い

」
に
立た

た
さ
れ
て
、
２
時じ

間か
ん

に
わ
た
っ
て
両

り
ょ
う

手て

を
ま
っ
す
ぐ
後う

し

ろ
に
伸の

ば
し
て
、
腰こ

し

を
か
が
め
、
頭あ

た
まを
下さ

げ

る
「
ジ
ェッ
ト
式し

き

縛し
ば

り
上あ

げ
」
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
姿す

が
た
は
劉

り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

の
幼お

さ
な
い
子こ

供ど
も

た
ち
に
も
見み

せ
つ
け
ら
れ
た
。［
３
，
ｐ

２
４
０
］

　

９
月が

つ

に
は
自じ

宅た
く

で
監か

ん

禁き
ん

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
た
。
痛い

た

め
つ
け
ら
れ

た
手て

で
服ふ

く

を
着き

る
に
は
３
０
分ぷ

ん

も
か
か
り
、
足あ

し

の
古ふ

る

傷き
ず

が
悪あ

っ

化か

し
て
、
３
０
メ
ー
ト
ル
離は

な

れ
た
食

し
ょ
く

堂ど
う

に
行い

く
の
に
、
５
０

分ぷ
ん

も
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
作つ

く

り
お
き
さ
れ
、
古ふ

る

く
な
っ
た
食

し
ょ
く

事じ

を
食た

べ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
６
８
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
は
、「
ス
パ
イ
」「
反は

ん

党と
う

分ぶ
ん

子し

」
の
容よ

う

疑ぎ

で
、

党と
う

か
ら
の
永え

い

久き
ゅ
う

除じ
ょ

名め
い

が
宣せ

ん

言げ
ん

さ
れ
、
６
９
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
裸は

だ
かの

ま
ま
軍ぐ

ん

用よ
う

毛も
う

布ふ

に
包つ

つ

ま
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出だ

し
の
倉そ

う

庫こ

部べ

屋や

に
移う

つ

さ
れ
た
。
肺は

い

炎え
ん

の
た
め
に
高こ

う

熱ね
つ

と
嘔お

う

吐と

が
と
ま

～
憎ぞ

う

悪お

と
破は

壊か

い

の「
文ぶ

ん

化か

大だ

い

革か

く

命め

い

」

６
．な
に
が
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

だ
！

９
．
残ざ

ん

忍に
ん

で
醜み

に
く

い
だ
け
の

　
　

中ち
ゅ
う

国ご
く

を
残の

こ

し
た

５
．
な
ぜ
こ
ん
な
目め

に

　
　

遭あ

わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
？

ら
ず
、
１
ヶ
月げ

つ

た
た
な
い
う
ち
に
死し

亡ぼ
う

し
た
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
「
打だ

倒と
う

劉り
ゅ
う

少し
ょ
う

奇き

」
は
、
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

を
企た

く
ら
ん
で
か
ら
４
年ね

ん

を
か

け
て
、
つ
い
に
完か

ん

了り
ょ
うし
た
。

　

６
７
年ね

ん

の
夏な

つ

に
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

が
内な

い

戦せ
ん

に
近ち

か

い
状

じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ

て
い
っ
た
。
初し

ょ

期き

の
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

た
ち
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

幹か
ん

部ぶ

の
子し

弟て
い

が

多お
お

か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
親お

や

た
ち
が
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
始は

じ

め
る
と
、
派は

閥ば
つ

に
分わ

か
れ
て
、
内な

い

部ぶ

抗こ
う

争そ
う

を
始は

じ

め
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も

四し

川せ
ん

省し
ょ
うは
武ぶ

器き

弾だ
ん

薬や
く

製せ
い

造ぞ
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

地ち

だ
っ
た
た
め
、
各か

く

派は

が

軍ぐ
ん

需じ
ゅ

工こ
う

場じ
ょ
うや
武ぶ

器き

庫こ

か
ら
、
戦せ

ん

車し
ゃ

、
装そ

う

甲こ
う

車し
ゃ

、
大た

い

砲ほ
う

ま
で
も

奪う
ば
っ
て
武ぶ

装そ
う

し
た
。

　

宣い
ー

賓ぴ
ん

と
い
う
町ま

ち

で
は
、
大た

い

砲ほ
う

や
手し

ゅ

榴り
ゅ
う

弾だ
ん

、
迫は

く

撃げ
き

砲ほ
う

、
機き

関か
ん

銃じ
ゅ
うを
使つ

か

っ
た
内な

い

戦せ
ん

が
起お

こ
り
、
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

を
越こ

す
死し

者し
ゃ

が
出で

た
。

敗は
い

走そ
う

し
た
一い

っ

派ぱ

が
、
と
な
り
の
濾

り
ゅ
い

州ち
ょ
う

市し

に
流な

が

れ
る
と
、
５
千せ

ん

人に
ん

の
勢せ

い

力り
ょ
くが
追つ

い

撃げ
き

を
し
か
け
て
、
３
０
０
人に

ん

近ち
か

く
の
死し

者し
ゃ

を

出だ

し
た
。

　

毛も
う

は
「
若わ

か

い
者も

の

た
ち
に
武ぶ

器き

の
あ
つ
か
い
を
経け

い

験け
ん

さ
せ
る
の

も
悪わ

る

く
な
い
。
も
う
す
い
ぶ
ん
長な

が

い
こ
と
戦せ

ん

争そ
う

を
や
っ
て
い
な

い
の
だ
か
ら
」
と
言い

っ
た
。［
２
，ｐ
３
１
８
］

（３） ２０１７年第４８９６号 	１２月	 ９日	（土曜日）

　

７
６
年ね

ん

９
月が

つ

、
ユ
ン
は
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
死し

を
知し

っ
た
。「
と
ほ
う

も
な
い
幸こ

う

福ふ
く

感か
ん

に
、
私わ

た
し
は
一い

っ

瞬し
ゅ
んぼ
う
っ
と
な
っ
た
」
１
９
５
７

年ね
ん

の
「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
「
空く

う

白は
く

の
２
０
年ね

ん

」
が
よ

う
や
く
終お

わ
り
を
告つ

げ
た
の
だ
。
ユ
ン
は
ふ
り
か
え
る
。

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

は
・
・
・
嫉し

っ

妬と

や
怨え

ん

恨こ
ん

と
い
っ
た
人に

ん

間げ
ん

の
醜

し
ゅ
う

悪あ
く

な

本ほ
ん

性し
ょ
うを
じ
つ
に
た
く
み
に
把は

握あ
く

し
、
自じ

分ぶ
ん

の
目も

く

的て
き

に
合あ

わ
せ

て
利り

用よ
う

す
る
術す

べ

を
心

こ
こ
ろ

得え

て
い
た
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
人じ

ん

民み
ん

が
た
が

い
に
憎に

く

し
み
あ
う
よ
う
し
む
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
国く

に

を
統と

う

治ち

し

た
。
…
さ
ら
に
建け

ん

築ち
く

、
美び

術じ
ゅ
つ、
音お

ん

楽が
く

な
ど
自じ

分ぶ
ん

に
理り

解か
い

で
き

な
い
分ぶ

ん

野や

に
は
、ま
る
っ
き
り
価か

値ち

を
認み

と

め
な
か
っ
た
。そ
し
て
、

結け
っ

局き
ょ
く

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

を
ほ
と
ん
ど
破は

壊か
い

し
て
し
ま
っ
た
。

毛も
う

沢た
く

東と
う

は
残ざ

ん

忍に
ん

な
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

り
上あ

げ
る
だ
け
で
な
く
、
輝か

が
やか

し
い
過か

去こ

の
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

ま
で
否ひ

定て
い

し
、
破は

壊か
い

し
て
、
醜み

に
くい
だ

け
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
残の

こ

し
て
いっ
た
の
で
あ
る
。［
３
，
ｐ
２
６
８
］

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（下
げ

）
４
．
苦く

悶も
ん

と
絶ぜ

つ

望ぼ
う

と
放ほ

う

心し
ん

と

当
とう

時
じ

のポスター

７
．
真し

ん

剣け
ん

に
学が

く

習し
ゅ
う

し
、

　
　
　
　

体か
ら
だ

を
い
た
わ
る
ん
だ

８
．
若わ

か

い
者も

の

た
ち
に

　
　

武ぶ

器き

の
あ
つ
か
い
を

　
　

経け
い

験け
ん

さ
せ
る
の
も
悪わ

る

く
な
い

　

６
９
年ね

ん

１
月が

つ

、
手て

に
負お

え
な
く
な
っ
た
全ぜ

ん

国こ
く

の
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

１
５
０
０
万ま

ん

人に
ん

は
、
一い

っ

斉せ
い

に
農の

う

村そ
ん

に
「
下か

放ほ
う

」
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ユ
ン
は
兄

き
ょ
う

弟だ
い

と
共と

も

に
四し

川せ
ん

省し
ょ
うの
奥お

く

地ち

に
流な

が

さ
れ
る
が
、

そ
こ
か
ら
苦く

労ろ
う

し
て
、
交こ

う

替た
い

で
父ち

ち

と
母は

は

の
労ろ

う

働ど
う

キ
ャ
ン
プ
を
訪た

ず

ね
る
。

　

弟
お
と
う
との
京ち

ん

明み
ん

が
７
１
年ね

ん

末ま
つ

に
訪た

ず

ね

た
時と

き

、
父ち

ち

の
精せ

い

神し
ん

異い

常じ
ょ
うは
治な

お
っ
て
い

た
が
、か
ら
だ
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
っ
た
。

二ふ
た

人り

で
歩あ

る

い
て
い
る
時と

き

、
呼こ

吸き
ゅ
う

困こ
ん

難な
ん

の
発ほ

っ

作さ

に
襲お

そ

わ
れ
、
あ
え
ぎ
な

が
ら
京ち

ん

明み
ん

に
言い

っ
た
。

　

父と
う

さ
ん
は
、
ひ
ど
い
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

を
送お

く
っ
た
。
世よ

の
中な

か

は
不ふ

正せ
い

に
ま
み

れ
て
い
た
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
入は

い
っ
た
の
は
、

公こ
う

正せ
い

な
世よ

を
作つ

く

り
た
か
っ
た
か
ら

だ
。
そ
れ
以い

来ら
い

ず
っ
と
全ぜ

ん

力り
ょ
くを
つ
く

し
て
や
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
が

人じ
ん

民み
ん

の
役や

く

に
た
っ
た
か
？
自じ

分ぶ
ん

の
た

め
に
な
っ
た
か
？
家か

族ぞ
く

の
み
ん
な
を

破は

滅め
つ

の
淵ふ

ち

に
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
、
何な

ん

の
た
め
の
苦く

労ろ
う

だ
っ
た
の
か
。・
・
・

も
し
、
父と

う

さ
ん
が
こ
ん
な
ふ
う
に

し
て
死し

ん
だ
ら
、
も
う
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

を

信し
ん

ず
る
こ
と
は
な
い
ぞ
。［
３
，
ｐ

１
７
１
］

１
．「
毛も

う

沢た
く

東と
う

秘ひ

録ろ
く

」、
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

「
毛も

う

沢た
く

東と
う

秘ひ

録ろ
く

」
取し

ゅ

材ざ
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Data de abdicação do imperador é 
ofi cialmente decidida para dia 30 
de abril de 2019 Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (08/12/2017)

O governo japonês de-
cidiu ofi cialmente que a 
abdicação do imperador 
Akihito acontecerá no 
dia 30 de abril de 2019. A 
sucessão do príncipe her-
deiro Naruhito foi estabe-
lecida para o dia seguinte, 
1º de maio.
Na sexta-feira, em uma 
reunião do gabinete, os 
ministros aprovaram um 
decreto estabelecendo a 
data de implementação de 
uma lei especial de abdi-

cação.
Na semana passada, o 
Conselho da Casa Impe-
rial selecionou as datas. 
Entre os membros do 
conselho, estavam o pre-
miê Shinzo Abe, líderes 
parlamentares, ministros 
da Corte Suprema e mem-
bros da família imperial.
O imperador Akihito será 
o primeiro a abdicar em 
cerca de 200 anos, desde 
o imperador Kokaku, no 
fi nal da era Edo. Nenhum 

imperador abdicou desde 
que o sistema vitalício foi 
introduzido na era Meiji.
A partir de maio de 2019, 
o imperador passará a ser 
chamado de “Joko”, e sua 
esposa, a imperatriz Mi-
chiko, “Jokogo”.
O príncipe Akishino, ir-
mão mais novo do prín-
cipe herdeiro, será desig-
nado como “Koshi”, que 
signifi ca o primeiro na li-
nha de sucessão ao trono.
O governo deverá estabe-

lecer uma comissão no 
início do próximo ano 
para efetuar os preparati-
vos necessários à abdica-
ção.
A comissão, que será lide-
rada pelo secretário-chefe 
do gabinete Yoshihide 
Suga, deverá pesquisar 
como conduzir as cerimô-
nias e se vai determinar 
o dia 1º de maio de 2019 
como um feriado nacio-
nal.

Livro de memórias do imperador 
japonês sobre a Segunda Guerra 
Mundial é leiloado em Nova York

Família Imperial (07/12/2017)

A transcrição de um mo-
nólogo do já falecido im-
perador japonês Hirohito 
contendo suas memórias 
sobre a Segunda Guerra 

Mundial alcançou o valor 
de 275 mil dólares em um 
leilão realizado, na quarta-
feira, em Nova York.
Ele ditou seus pensamen-

Redes sociais no Japão propõem 
que mensagens incentivando 
suicídios sejam proibidas

Redes Sociais (07/12/2017)

Uma associação de gran-
des provedores de redes 
sociais no Japão exortou 
seus membros a banir de 
seus sites mensagens que 
incentivem o suicídio.
A medida surge após as-
sassinatos em série nas 
proximidades de Tóquio, 
nos quais o suspeito teria 
atraído suas vítimas com 
publicações sobre suicídio 
no Twitter.
A associação, composta 
de 17 empresas, incluin-
do Twitter e LINE, fez o 
pedido na quarta-feira. 
Ela havia sido criada ini-

cialmente para prevenir 
que crianças se tornas-
sem vítimas das redes 
sociais.
A associação diz que 
irá elaborar diretrizes 
sobre como lidar com 
questões relacionadas a 
suicídios.
Ela pede que seus mem-
bros proíbam publica-
ções que incentivem 
suicídios ou apresentem 
métodos para sua reali-
zação, e tomem medi-
das proativas quando 
localizarem esse tipo de 
mensagens.

tos pouco depois da guer-
ra. As memórias foram 
transcritas em um volume 
de 173 páginas pelo ex-
diplomata Hidenari Tera-

saki, que foi um assessor 
próximo de Hirohito.

Caças das Forças de Autodefesa do Japão 
serão equipados com mísseis de longo-
alcance

Defesa Nacional (08/12/2017)

O  Japão anunciou ofi -
cialmente que irá equipar 
seus caças com mísseis de 
cruzeiro de longo-alcance.
O ministro da Defesa, It-
sunori Onodera, disse a re-
pórteres na sexta-feira que 
o Japão precisa ampliar 
sua capacidade de defe-
sa diante do ambiente de 
segurança cada vez mais 
grave.
Ele afi rmou que seu mi-

nistério está analisando 
três tipos de mísseis que 
podem ser operados fora 
do alcance de sistemas de 
defesa inimigos.
O míssil norueguês JSM, 
ou Joint Strike Missile, 
tem alcance de 500 qui-
lômetros e poderia ser 
instalado em jatos F35A. 
Os americanos LRASM 
e JASSM têm alcance de 
900 quilômetros, e pode-

riam ser utilizados nos ca-
ças F15.
Onodera disse que os 
mísseis irão permitir que 
as Forças de Autodefesa 
contra-ataquem com efi -
cácia agressões inimigas, 
ao mesmo tempo em que 
garantem a segurança dos 
membros das Forças.
Ele afi rmou que serão 
também essenciais para 
proteção dos destroieres 

Aegis do Japão. Essas em-
barcações seriam usadas 
na defesa no país em caso 
de um ataque com mísseis 
da Coreia do Norte.
Para Onodera, a introdu-
ção de mísseis de cruzeiro 
não irá contradizer a polí-
tica de segurança japonesa 
orientada para defesa. Ele 
acrescentou que o Japão 
não irá atacar bases milita-
res de outros países.

Objeto pertencente a helicóptero americano 
atinge telhado de creche em Okinawa, sul do Japão

Base Militar dos EUA (07/12/2017)

Trabalhadores de uma 
creche de Okinawa, sul do 
Japão, expressaram pre-
ocupação após um objeto 
cilíndrico de plástico atin-
gir o telhado da instalação 
Aparentemente, o objeto 
teria caído de um helicóp-
tero militar dos Estados 
Unidos.
Pouco depois das 10 horas 
da manhã de quinta-feira, 
funcionários da creche da 
cidade de Ginowan ouvi-
ram um forte barulho de 
um objeto atingindo o te-
lhado. Após encontrarem 
o artefato de 9,5 centíme-
tros de comprimento, eles 
avisaram a polícia e as au-

toridades municipais.
A creche se localiza a cerca 
de 300 metros da base aé-
rea de Futenma do Corpo 
de Fuzileiros Navais dos 
EUA. Segundo represen-
tantes, aeronaves militares 
americanas sobrevoam 
o local com frequência. 
Eles afi rmam ainda que 
61 crianças e cerca de 10 
funcionários se encontra-
vam na creche no momen-
to do incidente. Algumas 
das crianças brincavam do 
lado de fora, mas ninguém 
foi ferido.
Inscrito no objeto se en-
contram a palavra “US” 
(abreviação de Estados 

Unidos, em inglês) e ins-
truções para que ele seja 
removido antes da decola-
gem.
Autoridades do ministério 
da Defesa do Japão afi r-
mam que um helicóptero 
CH53 da base aérea de 
Futenma sobrevoava as 
proximidades da creche 
no horário do incidente.
Ao serem questionadas 
pela polícia local, as for-
ças americanas em Oki-
nawa responderam que 
uma parte da cobertura de 
um helicóptero teria apa-
rentemente se soltado

Número de escolas de língua 
japonesa aumenta no Japão

Educação (06/12/2017)

O número de escolas de 
língua japonesa no Japão 
teve um aumento acentu-
ado nos últimos anos. O 
país tem agora 643 escolas 
deste tipo.
Segundo levantamento da 
NHK, 206 destas entida-
des foram fundadas nos 
últimos cinco anos. So-
mente em 2017, 80 novas 
escolas abriram.
O levantamento mostra 
ainda que cerca de metade 
das empresas responsá-
veis são do setor educacio-
nal. As restantes são com-
panhias oriundas de uma 
ampla gama de setores, 
tais como o imobiliário, 

agências de recrutamento 
e empresas de cuidados 

assistenciais.
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